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1.はじめに

チベット高原が第四紀の東アジアの気候変動に果たしてきた,そして現在も果たしている役割は改めて指

摘するまでもなく【1】,気象 ･気候学の分野のみならず地球科学の各分野においても多くのヒマラヤ ･チベ

ット地域に関する研究が進められている.水文環境の変遷は気候変動に密接な関係があるのみならず侵食地

形の発達過程にも寄与している (【2],【3】).従って水文環境の変遷を明らかにすることは地表過程の解明に

もつながり,グローバルな地形発達を考察する上でも欠かせない課題である.しかしながらこの地域におけ

るこのような古水文過程に関する研究は限られている.これには地勢的な研究-の制約が含まれているが,

この他の理由の一つとしてこれまでには環境の変遷に関する情報が含まれた連続的な試料が十分に得られて

いないことにもある.

チベット高原における湖沼の底泥堆積物試料は,その立地条件からこの地域における古環境の変遷に関す

る貴重な資料を提供するのみならず,東アジアの環境の変遷を明らかにする手かかりとなる資料ももたらす

可能性がある.従ってこの地域において堆積物資料を得ることは周囲の地形環境資料や水文 ･気象資料を得

ることと同様に重要なことである.このような観点から1988年夏,チベット高原中央部の色林錯地域におい

て各種の調査を行 った (【4日51,[6】).ここでは堆積物試料の分析から得 られた古水文環境の変遷を

Kaslliwayaelal.(1991)【41に基づいて報告する.

2.地域の栂要

チベ ット高原のほぼ中央部.海抜高度4,5∝)mにある色林錯はチベット自治区第二の湖沼であり,およそ

1,865km2の湖沼面積と45,530km2の流域面積を有している (図-1).湖には四つの大きな河川が流入して

おり,その最大のものは札加蔵布である.湖岸には多くの砂礁堤が認められ水位の長周期変動を伺わせる.

周囲の地質は第三紀に堆積した湖成層 (古色林錯)と基岩の石灰岩からなる.古色林鉛は現在よりはるかに

大きな湖沼であり,ヒマラヤーチベット地域の隆起に伴い第四紀の始めから徐々に縮小してきたといわれて

いる(Liuetal,1979)【71地質学的および地形学的な概要については中国科学院の青蔵高原科学考察隊によっ

て報告されており(【8日9]),また湖の南東部の地形発達については野村他(1992)[6]が報告しているので併せて

参照されたい.

3.堆境物 コア拭料

コア試料は南岸の沖合い約200m11,000nl,水深18m-27mの地点で (図-2参照).Mackerethコアサンプラ

ー(Mackereth,1969)【10】を利用して3本のコア試料を採取した｡ここで検討の対象とするコア試料(CH8803)は

水深約27mで採取された最長のものでおよそ3111,直径7.5cmである.コアは物理分析 ･化学分析等の各種

の分析に供するために2.4cmの厚さで122個に切断された.
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図--1 色林錯の位置



物理分析のうち粒度に関しては,粒子密度,体積含水率,粒度組成等の分析が行われた.粒子密度は

Autopycnometer1320(Micromeritics杜)で測定し,粒度組成のうち4.5¢より粗粒のものは水ふるいを利用し.

またそれより細かなものはSedigraph5000を利用して測定を行った.同一のコア試料に関 しては酸素同位体比

等の化学分析も行われた【5],年代は名古屋大学アイソトープ総合センターに設置されているタンデ トロン

加速器質量分析計を用いて14C濃度を測定することにより決定した.また液体シンチレーション法による

14C濃度の測定も参考にした (顧他 私信).これらの年代のうちいずれにも共通する年代をここではと

りあえず採用して議論を進めることにする.この年代から推定すればこのコア試料は完新世をカバーし,約

12,000年程度ということになる (図-3参照).

4.結果と考察

分析結果の一部 (体積含水率,粗粒含有率,中央粒径,粒子密度)を図-3に示す.粒子密度を除

いたいずれの資料にも表層から約250cm付近に大きな変換点が認められる.仮定 した年代か ら推定す

ればこの付近は約10,000yrB.P.,即ち氷期と後氷期の境界付近ということになり, ドラスティックな

環境の転換を示すここでの資料はこのような時期と極めて調和的である.酸素同位体比や炭素同位体

比等の変動においてもこの付近は大きな変換を示しており,この時期における劇的な環境の変動を支

持 している.

含水率は圧密状態の相対的な指標であり,その値が小さいことは過去における地下水位の低下等に

よる乾燥状態を示唆している.ここでの結果は採取地点近傍の湖底は約10,000年以前は乾燥あるいは

乾燥に近い状態にあったか,それ以降急速に水位を回復したことを示唆 している.即ち氷期における

乾燥状態から後氷期における湿潤状態-の移行を示 しているのである.従ってこの付近における堆積

過程は氷期と後氷期ではかなり異なっていた可能性があり,それぞれの期間における物理特性の変動

は別個に検討する必要があろう.この時点における ドラスティックな大規模な環境変動は地形的な特

性にも現れており,大成模な抄疎姥の形成もこの時点と推定されている【6].

完新世初期における急激な湿潤状態への移行,即ち水位の急速な回復は降水量の増加や凍結水の融

解がもたらした流量の増大に関係している.このことは粒度組成における粗粒部の変動や中央粒径の

変動にも明瞭に反映している.即ち,完新世にはいると急速に粗粒部が減少 し,粒子も著 しく細かく

なる.粒子密度についてはこの時点での減少はみられるが,著 しい変化は認められない.

次に完新世の湿潤状態において堆積 したと推定される資料について検討 しよう.表層か ら約60-

110cm付近では粒子密度,中央粒径,粗粒含有率のいずれの資料にも顕著な変動を見ることができる.

粗粒含有率の変動ではこの付近の短い間に 2度の粗い粒子の流人が認め られる.粗粒部の増大には二

つの理由が考え られる.即ち,水位の急激な低下と流人河川の豪雨等による流量の急速な増加そして

水位の上昇である.最初 (下部)の ピークは酸素同位体比の変動から乾燥化が進行 している時期と推

定されているので【5].水位の低下に対応するものと推定されるが, 2度 目の ピークは同様に酸素同位

体比との比較検討か ら湿潤化 による流量の増大に対応するもの と考えることができる.即ち,約

2,000-3,500yrRP.に比較的大きな変動,乾燥 ･寒冷そして湿潤 ･温暖が顕著に進行したと推定でき

るのである.

これらの推定はこれまでにチベット高原等で得られてきている資料や中国東部における長期的な気候変動

とも矛盾しない.チベット高原南部の湖 Noryong-coでは約2,000-2,500yrB.P.頃に急速に水位が低下したこ
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図-.3 粒度組成の変動 (a)体積含水比,(b)粗粒含有率,(C)中央粒径,(d)

粒子密度 (点線 ;原資料,実線 ;フィルターをかけた資料)([4]
より)
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とが認められ,またチベット高原南束部のArza氷河では2,000-3,000yrB.P.頃の氷河の著しい前進が明らか

にされている[11】.この時期は中国東部における周湊寒冷期への対応も考えられる【9】.

これらの結果を簡単にまとめると以下のようになる.チベット高原中央部における水文環境は約10,000年

前を境にして乾燥環境から湿潤環境へと著しく変動した.また2,000年から3,500年前には小規模な乾燥化お

よび湿潤化という水文環境の変化が発生した.さらにこの資料に認められる変動はチベット高原の他地域や

中国束部における環境変動の資料とも調和的である.

参考文献

[1j安成哲三,古モンスーンと氷期サイクルおよびチベ ット氷床説をめ ぐって,月刊海洋,22(1990),

331-336.

[2]KashiwayaK･,YamamoloA･andFukuyamaK･,TimeVariatiorISOferosiollalforceandgrainsizei一lPleistocenelake

sediments.珍JatemaryRefearCh,28(1987),61-68.

[3]KashiwayaK.,FukuyamaK･andYamamotoA･,TimevariationsincoarsematerialsfromlakebottomsedinlentSalld

secularpa】e∝1imalicchange･Geophy･RestLett･,18(1991),1245-1248･

[4]KashiwayaK.,YaskawaK･,YuanB.,LiuJ･,GuZ･,CoZ1gS･andMasuzawaT･,PaJeohydroJogicaJprocessesin

Siling-co(Lake)intheQing-Zang(Tibetan)PJateaubasedonthephysicalpropertiesofitsbottomsediments,

Geophys.Res.Lett･,I8(1991),1779-1781･

【5】森永速男 ･糸田千鶴 ･伊勢崎修弘 ･後藤博弥 ･日下部実 ･安川克己,チベ ット高原色林錯湖底堆椅

物の安定同位体分析による過去一万年の環境変化,1991,地球惑星圏合同学会予稿集.

【61野村亮太郎 ･柏谷健二 ･田中真吾 ･沖村孝 ･安川克己･小白井亮一 ･哀宝印 ･劉嘉戯 ･顧兆炎 ･茸

紹光,チベッ ト高原,色林錯湖岸の地形と湖面変動,地形,13(1992).

[7]LiJ.,WenS.,ZhallgQ.,WangF.,ZhengB.,andLiB.,Adiscussiol10ntheperiod,amp】itude,andtypeofthe

upJiftoftheQinghai-Xizangplateau,ScL'etltiaSt'n,'ca,22(1979),1314-1328･

[8】中国科学院青歳高原総合科学考察隊,西成地貌,科学出版社,1983,238p.

【9】中国科学院青蔵高原総合科学考察隊,西戎第四紀地質,科学出版社,1983,192p.

[10】Mackereth,町,H･,Ashortcoresamplerforsubaqueousdeposits,LimlZOl･Oceanogr･,I4(1969),145-151･

[11】WangF.andFanC･Y･,ClimaticchangesintheQinghaトXizang(Tibetall)regionofChinaduringtheHolocene,

如 tenMryResearch,28(1987),50-60･

- 60-



GRAIN-SIZEVARIATIONSINTHEBOTIIOMSEDIMENTOFLSILNG-CO(U KE)AND

PALEOHYDROl10GICALENVIRONMENTINTI{EQING-ZJUヾG(TTBETW )PLAⅠ℃AU

KASHIWAYAKenjil),YASKAWAKatsumi1)andMASUZAWAToshiyuki2)

1)neGraduateSch00lofScienceandl忠ck-oJogy,KobeUniversity,Nada,Robe657,JapaJ.

2)馳 IerResearchinstitute,NagoyaUniversity,Chikusa,Nagoya464-01,Japan

Grain-si7-eVariationsir日hebottomsedimelllofSiling-coillCelltralTibetrevealthepa】eo-hydrologlCaJenvironments

intheTibetanp一ateauduringthe】ast12,000years･TTleageOfthesedimentwasestimatedfrom14cdatesobtainedby

TandetronAcceleraterMassSpeclromelJydoneatNagoyaUniversity(theustlalnLetllOd(liquidscintillation)alsowas

used)･neareaarourldthejakewasaridorsemi-aridbefore10,000yrB･P･(】alelastglacialperiod),waterinflowbeing

smallandtheleveュofthelakelow.Atabout10,000yrA.P.(earlypostglacialperiod)ittN=Camemarkedlyhumidalldthe

waterlevelroserapidlybecauseoflargeinflowsfromSurroundingbasins;nleltirlgWaterandlargeprecipitation.The

climatewashumidaJldtheleveloflhe一akehighforawhi一e.Atabout2,000-3,500yrB.P.itagainbecamearidwithin

ashorttimeandthewater】eveJdropped･Afterthisshortaridintervalandlowwalerlevel,itagainbecamehumidand

thewaterinflowincreased･L打geinflowscorltiJluedforatinleafterwhichitagainbegantobeslightlyarid.

--61-


